
伊藤 友香さん（大学３年生：中里３）

題字・デザイン

寒さが厳しくなる中、私たちは、いつでも雪化粧

を纏った美しい富士山を見ることが出来ます。これ

はまさに須津ならではの恩恵であり、この喜びを

" 須 " の字で表現しました。

大人気のしおりづくり体験
スタンプラリーの人混みに

小長井市長が…

出発

山の音楽会 「 富士山草笛の会 」

令和5年３ Ú ５

須津地区まちづくり協議会 広報

Ｎo.1８

11月27日（日）須津ふれあい遠足

さわやかな秋色の須津川渓谷を満喫身も心もリフレッシュ



須津地区各町内の自主防災会が主体となり、突発的な

地震発生を想定した防災訓練が実施されました

①各家庭では

・自分の身を守る

・火の始末

・家族の無事は

黄色の布で

情報班の各組長を中心に、消火班、救護班、

給食給水班に分かれて訓練を実施

中里３丁目では

今
回
の
訓
練
で
は

・
各
家
で
出
来
る
家
具
の
固
定

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性

・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
の
認
知

を
強
調
し
ま
し
た
。

防
災
の
課
題
は

多
く
あ
り
ま
す
が
、

震
災
時
、

家
屋

の
倒
壊
や
家
具
の
下
敷
き
に
よ
る
犠

牲
者
の
多
く
は
、

教
訓
と
し
て
大
事

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

命
を
守

る
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
は
何
か
！

今
後
も
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に

考
え
る
、

貴
重
な
防
災
訓
練
の
場
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

中里３丁目自主防災会 会長

原田陽二郎 （中里３町内会長)

各組長の安否確認の状況を数値化し、訓練

結果を町内の回覧板で報告

中里１丁目では

・どの組長さんも、黄色の目印のないお宅の安否確認

をしっかりしてくださいました。

・確認できないお宅は、すでに出勤するなど留守の

お宅がほとんどでした。

・すでに配布してある黄色のタオルではなく、黄色の

ゴミ袋などを利用しているお宅がありましたが、

それでもかまいません。

⑥私設消防隊

可搬式消火ポンプの

水訓練

⑦給食給水班

アルファ米等

非常食の説明

②組長は組内の

安否確認を

③情報班 各組長から

安否確認を受取り本部へ

④救護班 安全誘導班

担架を組立てて搬送の練習

⑤消火班

水消火器で放水訓練

防災訓練に参加する

中里１丁目自主防災会 会長

桶川素達 （中里１町内会長)

簡
易
ベ
ッ
ド
の
組
立

簡
易
ト
イ
レ
の
組
立

組
長
に
よ
る
安
否
確
認



須津福祉健康セミナー ２０２２ 自分らしく生きられる社会を目指して

－ 男女共同参画とは －

映画「おいしい家族」

映画は頭では理解でき

るが、現実ではなかなか

難しいように思う。悩ん

でいる人が高い割合でい

ることに驚いた。理解し

ていきたいと思った。

なかなか衝撃

的な映画だった。

鑑賞後に意見交

換したら、色々

な意見を拝聴で

き、参考になっ

たかと思う。

男女共同参画についてなんと

なくわかった。様々な考えがあ

り、尊重しあうことも大事だと

思う。

ジェンダー平等に関して、日本は世界116位。

先進国最下位という現状である。日本には、

いまだに伝統的な男女の固定的な役割意識

が根強く残っていることを思い知らされた。

「生きていれば

いい」その通り

だと思う。（原文ママ）

12月17日（土）にクリスマス

コンサートが開催されました。

マリンバの関 里美さん、ピア

ノの西山絵美子さん、トランペ

ットの加藤友美さんの奏でる温

かい音楽に、60名の来場者は耳

を傾けていました。お話の会ト

トロの「よいさっさ劇場」や、

米田容子さん（緑町）のストー

リーテリングも楽しんでいまし

た。

女子駅伝コース清掃

12月11日（日）に年末恒

例の富士山女子駅伝で、選

手が気持ちよく走れるよう

に、須津地区内のコース清

掃を行いました。

大会当日はコロナ禍では

ありましたが、沿道の応援

の中を力走する選手を見る

ことができました。

映画は難しく疲れた。ただ私たち

の周りには多種多様な人生があり、

その一つ一つが尊厳を認められてる

世の中であってほしいと思う。

100人が古代へタイムスリップ

大人も子どもも興味津々 真剣に話を聴く参加者の皆さん

12月10日（土）に福祉健康部

門による須津福祉健康セミナー

が開催されました。①男女共同

参画クイズ、②男女共同参画課

帯津さんの講話、③映画上映を

55名の参加者は、それぞれに考

えを深める貴重な時間となりま

した。

男女共同参画○×クイズ

メガネ池前の町内会長さん

沼津線沿線は実行部門の皆さん

クリスマスメドレー演奏

トトロの会 ３びきのこぶた

第６回 まちの小さな音楽会 クリスマスコンサート
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を

創

る

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
か
ら
中
里
村
の
殿
さ
ま
と
な
っ
た
旗
本
戸
田
氏
は
、
中
里
村
以
外

に
も
藤
間
村
や
宗
高
村
・
三
ツ
沢
村
な
ど
富
士
市
内
十
一
ヶ
村
、
石
高
二
千
五
七
〇
石
の
領
地

を
持
つ
殿
さ
ま
で
し
た
。
中
里
村
の
石
高
は
、
領
地
の
村
の
な
か
で
五
〇
％
を
超
え
る
一
千
三

一
九
石
あ
り
、
戸
田
氏
の
家
計
を
支
え
る
要
の
村
で
し
た
。
そ
の
た
め
戸
田
氏
は
中
里
村
に
知

行
村
十
二
ヶ
村
を
管
理
す
る
事
務
所
を
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
陣
屋
」
と
呼
ば
れ
、
う
な
ぎ

屋
の
Ｙ
字
路
を
南
側
に
入
っ
た
道
（
旧
根
方
街
道
）
の
す
ぐ
右
手
の
あ
た
り
に
あ
り
ま
し
た
。

旗
本
は
江
戸
に
常
駐
す
る
決
ま
り
だ
っ
た
の
で
、
戸
田
の
殿
さ
ま
が
陣
屋
に
い
る
こ
と
は
な

く
、
家
臣
を
陣
屋
に
派
遣
し
、
領
地
の
管
理
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
こ
の
中
里
陣
屋
で
作
成
・

受
領
さ
れ
た
旗
本
戸
田
氏
の
行
政
文
書
は
、
明
治
時
代
に
須
津
村
役
場
に
引
き
継
が
れ
、
そ
し

て
現
在
富
士
市
立
中
央
図
書
館
に
旧
須
津
村
役
場
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
須
津

村
役
場
文
書
は
、
須
津
地
区
や
中
里
村
、
そ
し
て
そ
の
殿
さ
ま
・
戸
田
氏
の
歴
史
だ
け
で
な

く
、
富
士
市
の
江
戸
時
代
を
語
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
史
料
群
で
す
。
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2月11日（土） 須津山山神社奉賛会
須津地区町内会長会 会長 安東雅彦

須津山奉賛会は、須津地区区長会で構成され会長は歴代の町内

会長会会長が就いております。

祭典には「大山祇命」（おおやまつみのみこと）を祀り、毎年

中里区長が祭主となり祭儀が執り行われます。

この神社は山神社として、明治14年4月に建てられ、御神木は

樹齢200年の愛鷹ケヤキです。須津山の守護人として毎年祭典を

実施させていただいております。これからの須津地区の発展繁栄

と安全、皆様のご多幸と健康を祈願させていただきました。

興味のある方は、須津まちづくりセンター（34-0004）へ連絡ください

須マイル編集スタッフ、カメラマン大募集
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